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Ⅰ．耕種作業

１．トラクターの耕起作業

そうだ ちがう

作業機を取り替えるのに余裕あるスペース
がある

作業場所は、水平で傾斜が無い

機具
ﾕﾆﾊｰｻﾙｼﾞｮｲﾝﾄの
接続

支持台、またはそれに代用するもので、支
えている

人 手順を熟知
正規の方法を習ったことがあり、その手順
で行っている

降りる場所に、構造物はない、ないことが
確認できる

降りる場所の路面が滑らない、石ころ・構
造物など不安定になる物がない

ステップが水や土で滑り安い状態ではない

ステップとステップの間隔が広すぎない

降車時
降りる時は、降り場の状態を確認し、後ろ
向きに降りる

降り立つ場所
滑らないか、障害物､段差がないか確認し
てから降りる

環境 昇降路
昇降路の路肩が十分に確認できる、崩れて
いない

人 操作
走行時のクラッチから、低速のクラッチに
切り替えて低速で走行する

環境
昇降路の取付道
路

昇降路を上がった所に、方向転換する十分
なスペースがある

ブレーキの連結
ロック

圃場から昇降路に上がる前に、必ず、ブ
レーキの連結ロックをする

ＰＴＯ ＰＴＯを切る

作業機 作業機を上げない、上げすぎない

スピード
レバーアクセルを落とし、フットアクセル
でスピードを落として上がる

機具 ＰＴＯの接続 バックや停車中は必ず、ＰＴＯを切る

給水等、他人が
近づいたとき

他人が水など持ってきたとき、用件を聞く
ときは、必ずエンジンを切り降車する

コミュニケー
ション

エンジンの停止、再起動時のお互いの合図
を、作業者間で決めている

スピード 適切とされているスピード以上は出さない

④
耕
耘
中
、

作
業
中

人

③
昇
降
路
の
走
行

入
る
時

圃
場
に

圃
場
か
ら
出
る
時

人

①
作
業
機
の
取
替

環境 作業場所

②
乗
降

環境 乗降場所

機械 ステップ

人

作業
分類

要因 事項 チェック内容
チェック欄 優先

対策



- 96 -

＊チェックリストの解説と事故防止策
トラクターの事故はもっとも多い事故です。特に、公道の走行、農道の走行、圃場の走

行、昇降路の走行、走行が伴うところ事故あり、と言われるほどです。

＜作業機取替＞

トラクターは様々な作業機を取り替えて使います。取替手

順を正規に学ぶ機会を持つことは事故防止に重要です。

また、ユニバーサルジョイントは極めて重量が重く、抱え

ながらのトラクターと作業機に接続する際に、ユニバーサル

ジョイントを落下したり、はめ込む際に指を挟んだりする事

故が多く発生しています。

接続する際に、ロアーリンクに台座となる棒を渡したり、

ビール瓶の箱などでジョイントを支える方法も一法です。

もちろん、ワンタッチで接続出来る方法もあるので、積極的に採用したいものです。

＜トラクターから降りる時、後ろ向きに、着地場所の確認＞

安易に考えられがちですが、トラク

ターの乗降時の事故がトラクター事故

の大きな割合を占めています。特に降

車時に重傷事故が多く発生しています。

降車する際は、必ず後ろ向きに、把

持棒を持って降車する、が基本です。

さらに、着地する場所に石ころがあ

ったり、溝等があり、そこに躓いて転

倒する事故も起きています。

そうだ ちがう

泥の運搬 人力をかけることはない場所等にて

整備の場所 水平な場所で行う

泥落とし 作業終了後、毎日実施している

機械の点検 毎日点検し、記録簿にも記帳している

給油
電動給油機を使うか、タンクに小分けして
給油している

⑤
清
掃
・
整
備

環境

人

チェック欄 優先
対策

作業
分類

要因 事項 チェック内容

ユニバーサルジョイン
トの支持台の工夫を

降車時
①ステップが滑らないか、
②着地の場所の安全確認
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降車時には、

①後ろ向きに

②着地の場所の安全性の確認

がポイントです。

＜昇降路を上る前に、ブレーキの連結ロックを＞

特に、昇降路を昇る際のブレーキの連結ロックは必

。「 」須です 昇降路を昇ったらブレーキの連結ロックを

と安全研修会で話されていることが多いですが、間違

いです。

昇降路での転倒も多く、ヒヤリハット調査でも も

昇降路を上がる際でのヒヤリハット体験の割合が高く

なっています。

昇降路を上がる際には、

①昇降路手前で一旦停止し、レバー

アクセルを落とし

②ギアを低速に入れ替え、

③連結ロックをして、

④ＰＴＯを切って、

⑤作業機を降ろして

⑥フットアクセルでスピードをコン

トロールして上がる、

が大原則です。

また、共同で使っているトラクター

などは、出発前に連結ロックが掛かっ

ているかの確認が重要です。

降車時は、後ろ向きに前向き降車、厳禁

耕起を終了する時
①終了直前に昇降路の手前で一端停止する。

②ブレーキ連結ロックをかける

重要！連結ロックをかけるタイミング
圃場を出る時、昇降路手前で

一旦停止、そこで連結ロックを！
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＜レバー、クラッチ類に引っかかって、想定外の動きが＞

トラクターの運転席回りには、多数のレバーや

アクセル類があります。

主変速、副変速、レバーアクセル、PTOの切り

替え等のレバー類、さらに左右のブレーキ、アク

セル等々。

これらの突き出たレバーなどに衣服を引っかけ

て、トラクターが思わぬ動きをして事故になった

事例が多く報告されています。

引っかかりの少ないつなぎ服など、体にピッタ

リとした服装が大切です。

＜作業機の回転物への巻き込まれ＞

トラクターは様々な作業機を着けて作業をします。そ

の駆動を伝えるのがユニバーサルジョイント。このジョ

イントのカバーが破損し、そのままにしていて衣服が巻

き込まれた事故。

播種機の中の籾の出具合を手で確認していて手が巻き

、 、込まれた事故 ブロードキャスタの肥料の出が悪いので

詰まっていたゴミを取り除いた途端回転して、腕が巻き

込まれ切断した事故、等々、回転する作業機に巻き込ま

れての事故が後を絶ちません。そしてそのほとんどが重

傷に至る事故です。

作業機周りでの作業時は、面倒でも必ずPTOを切ったり、エンジンを切ることが大切で

す。

＜補助者とは、事前に合図の仕方を決めて！＞ ＜給油は、小分けにして＞

補助者が作業に関わる時、お互いの作業圏に 給油口が高い位置にある場合、

入る時は、事前に必ず合図の仕方を決めておく ポリタンクを満タンにして、力ま

ことが大切です。ペットボトルを渡す時でも、 かせに持ち上げ転落した事故が起

渡し方のルールを決めておくことがが大切です。 きています。

小分けにすると、体の負担は

ぐっと減ります

トラクターの運転席回りには、多数のレ
バー、クラッチ類。衣服などに引っか
かって、想定外の動きで重大事故に

給油口が高い位置にある場合、ポリタ
ンクを満タンにせず、数回に小分けしてペットボトル等を受け取るときは、降車して！

作業機に近づく時は、PTOを切る
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２．田植え

＊チェックリストの解説と事故防止策
田植え作業は水田、つまり水に接触して作業をします 「滑る事故」がつきものです。。

また、爪の回転、走行中のクラッチの外れ等の事故も起こっています。また、桟橋を使

って車からの降ろす際、昇降路を上がる際に事故も大きな事故につながっています。

＜滑る＞

苗のおき場が滑りやすく転倒・骨折、田植機での

滑っての事故が起こっています。

＜昇降路での事故＞

昇降路の手前を削ると田植機がスムーズ上

がれず、前方に人が乗り、転落する事故も起

きています。昇降路手前は、緩やかな斜面に

しておくことが大切です。

そうだ ちがう

場所の安定性
路上などに、安定して置ける十分なスペー
スがある

田植機と苗置き
場の位置関係

無理な体勢を取らなくても、苗を積み込め
る

軽トラなどに搬送専用枠を設置して搬送し
ている

台車、トレーラーなどに乗せて搬送してい
る

作業者
（人）

長靴
靴底に十分、刻みがあり滑りにくい長靴を
使用している

道路状態 自走時に、狭隘な所や坂道や橋はない

昇降路を昇る
昇降路は、十分に長く、前に人が乗らなく
ても昇れる角度にしている

運搬 専用運搬車にて搬送

積み降ろし 専用桟橋にて積み降ろし

駆動部の点検 必ず、エンジン、クラッチを切って実施

給油
電動給油機を使うか、タンクで小分けにし
て給油する

爪が止まった
爪が止まったら、必ず、エンジンを切って
対応する

環境

運搬機
材

(機具)

積
み
込
み

①
苗
の
運
搬
・
配
布
・

搬送方法

チェック欄 優先
対策

作業
分類

事項 チェック内容要因

②
田
植
機
の
整
備
点
検

、
走
行

機具

人

苗置き
場

(環境)
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３．動散による肥料・農薬散布

＊チェックリストの解説と事故防止策
動散は見た目は小型なので、力任せで担ぎ上げ、腰などを痛めることが多い。動散の重

さ約15kg、肥料20～30kgを入れるので35～45kgとかなりの重量となり、担ぎ上げ方の工夫

が必要です。

また、散布する畦が風化でガタついていたり、わずかな傾斜があっても歩くときにふら

つき、転倒する事故も起こっています。

＜担ぎ上げ時は、台座を使って＞

高齢になると、骨密度が低下している

方が多く、一気の担ぎ上げは、腰椎や胸

椎の圧迫骨折の原因になります。また、

胃の手術などを受けた方も、骨密度が低

下しています。体力まかせの担ぎ上げは

危険です。

＜細いコンクリート畦、ガタガタの畦での転倒＞

30～40kg余りも担いで、細いコンクリート畦や風化

した畦を歩くことは、至難の業です。まして高齢者に

とっては危険な作業となります。しっかりした畦塗な

どでの補強が大切です。

圃場の設計段階で、畦は単なる区画ではなく、作業

場としての配慮をしていただきたいものです。

そうだ ちがう

肩掛けバンド・
散布ホース

バンド・ホースが作業者、圃場に合ってい
るか、作業前に調整、確認を必ず行う

荷重
回数が増えても、体力に合わせた重量に制
限している

人 担ぎ上げ方
台などを使って、腰に負担のない担ぎ方を
している

畦の安定性 畦は、水平で歩行に余裕のある幅がある

運搬、歩行時に
急な斜面、法面
がある

急な斜面には、小段の確保やスパイ靴など
で、滑り止め対策をとっている

　
担
ぎ
上
げ

①
散
布
前
の
準
備

機具
資材

散
布

②
歩
行
・

環境

チェック内容
チェック欄 対策

優先
作業
分類

要因 事項

一気に担ぎ上げようとせず、右のように台座等を使って



- 101 -

４．水管理

＊チェックリストの解説と事故防止策
水田の水管理は、稲の栽培期間中はほとんど毎日のように必要です。作業そのものは、

水の取り入れ口の水門を上げたり、下げたりと単純です。しかし、用水の水量が多く、急

流で、足を滑らせ転倒、溺死などの事故も起こっています。

また、取り入れ口に近づくために、無理な態勢を取ったり、用水を跨ぐとき、跨ぎ損な

って事故が起こっています。

＜用水の取水、排水を無理な態勢を取らなくても出来る＞

過去に行われた圃場整備では、狭い用水には橋などの構造物がないのが一般的です。そ

の当時は30代、40代の体力もあった世代が中心になって農業を営んでおり、用水を跨ぐの

も全く苦になりませんでした。

しかし、現在では高齢者が中心です。ちょっとした幅の用水を跨ぐ事が出来ず、転倒な

どが起こっています。安全のため用水に橋板や階段を自ら取りつけている例もあります。

左：止め板を用水に当てるため、無理な態勢
右：用水に板を渡して、その上で無理なく止め板をする
（用水に降りる階段を設置や橋板を設置する工夫を）

そうだ ちがう

水管理場所まで
の走行

交通量が多い、砂利道、危険な畦等々特に
ない

水の取り入れ時
の作業姿勢

用水から無理な体勢を取らずに、簡易に、
水の調整ができる

人 夜間時の水管理 懐中電灯など、照明を確保

環境

作業
分類

事項要因 チェック内容
チェック欄 優先

対策

水
の
取
水
・
排
水
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５．自脱コンバインによる収穫

そうだ ちがう

作業前点検 エンジンを停止して、各部位の点検を行う

注油 注油は、クラッチを切って行う

降車時
降りる時は、降り場の状態を確認し、後ろ
向きに降りる

降り立つ場所
滑らないか、障害物がないか､段差がない
か、確認してから降りる

運搬 専用運搬車や台車で搬送する

運搬車からの乗
降

運搬車からの乗降の際は､桟橋のフックが
確実にかかっていることを確認する

カーブなど 必ず、減速する

草むら、狭い
道、坂道

慣れた道でも、降りて、道幅や路肩状態を
必ず確認する

危険箇所
交通量の多いところや、危険箇所は、近道
でも避ける

人 バック走行
バック時は、何度も後ろを確認、または、
補助者が合図する。勘に頼らない

車幅に対して余裕がある幅の昇降路である

昇降路と取付道路との間に余裕がある

危険を感じない程度に、傾斜が緩い

必ず、昇降路に対して正対の位置に修正し
て、入る、出る

バックで昇降路を上る際は、相方の誘導や
確認を繰り返す

刈り取り手順
事前に圃場を点検して、刈り取り手順を確
認している

隅刈り 旋回が容易に出来るスペースを確保する

詰まったとき 必ず、エンジンを切る

体勢①（手こぎ
の高さ）

手こぎ高さは、高すぎない

体勢②（機械に
対する位置）

手こぎは、必ず、搬送チェーンに向かうよ
うにし、押し出すように稲穂を入れる

人 手袋
手袋は、しないか、手にフィット（密着し
た）したものを着用

環境 場所
コンバインを斜面に置かず、圃場で籾排出
を行う

人 合図
排出のタイミング、OK、停止などの合図を
作業者間で事前に決めている

カバーの開閉 必ず、エンジンを切る

胴内の掃除 車体によじ登らず、脚立等を使う

車体の下に潜っ
ての掃除

必ず、エンジンを切る

作業
分類

要因 事項 チェック内容
チェック欄 優先

対策

①機械の
　整備

機具

②乗降 環境

③
道
路
走
行

運
搬

機具

自
走

環境

④
昇
降
路
の
走
行

環境

人

昇降路の状態

昇降路の走行方
法

整
備

⑥
清
掃
・

機具

⑤
刈
り
取
り
作
業

刈
り
取
り

機具

手
こ
ぎ

機具

籾
排
出
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＊チェックリストの解説と事故防止策
自脱コンバインは、カバーの下は全て「回転物」と言ってもいいくらい、回転物の塊で

す。詰まりを除去する時、整備の時、掃除の時、必ずエンジンを止める、クラッチを確実

に着る事が大切です。

また、 近のコンバインは、どんどん大型化しています。そのため、運転席からはキャ

タビラや後方は、全く見えず死角となっています。バックの時に「だろう」運転は大変危

険です。

また、隅刈りした稲を手こぎをする、コンバインならではの独特の作業があり、この時

も巻き込まれ事故が発生しています。

＜運転席からは見えない、死角、特にバック走行は鬼門＞

、近のキャビン付きコンバインでは

後方は全く見えません。

補助者もコンバイン稼働中は、近づ

かないことが大切です。

補助者二人が前に詰まった草を取り

除いていて、一人の補助者がコンバイ

ンから離れたのを確認して動かしたと

ころ、もう一人の補助者がオペレータ

からは死角となる前を回って反対側の

草を取っていて、そのまま轢いてしま

った事故があります。オペレーターが

運転席に座ると、前方にも死角ができ

ます。

隅刈りで十分な余裕を持たずに刈り取り、その際方向転換のため、バックして、後方に

転落した事故が多く起こっています。隅刈りの際は、余裕のあるスペースを確保する必要

があります。また、バックの時に補助者による誘導も必要です。

道路でもバックしながら方向転換する時に事故が起こっています。とにかく、バック注

意です。

死角は、後ろだけではありません。オペレータが運転席に
座ると、前方も死角になります。補助作業者もコンバイン
稼働中は近づかない。

予定の圃場の進入路を通り過ぎ、慌ててバックで進入路に入ろうとして横転
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＜コンバインは、カバーを取れば全て回転物＞

コンバインは、カバーを取れば 「全て回転物」と言っ、

ても過言ではありません。

チェーン、スロワー、こぎ

胴等々。

、インターロック機能がなく

カバーを外しても自動停止す

ることはありません。

人間が確実に止めて、対応

することが大切です。

＜手こぎのルール＞

手こぎでの巻き込まれを防ぐためには、

①一気に多くの稲を抱えて、放り込まない

②身長に対して、こぎ高さが高い場合は畦などを利用して高さを確保する。

（素手かピッタリした手袋を）③だぶついた手袋は、厳禁。

④こぎ方向は、フィードチェーンに向かって押し込むように

＜普通コンバインの事故＞

大豆の収穫時、手刈りした大豆をリールに放り込ん

でいて、手が巻き込まれたり、カッターに触れての事

故が起こっています。手刈りした大豆は、立毛してい

る大豆の上に置けば機械が刈っていってくれます。

× ○

稲をフィードチェーンに
引き込む方向

稲をフィードチェーンに
押し込む方向

手こぎをする場合、左のようにフィードチェーンに引き込む方向では、手も一緒に引き
込まれる。右のように、フィードチェーンに押し込むようにすると、巻き込まれにくい。

「こぎ胴」を回したまま、右手で
チェーンの給油をしていて左手が
「こぎ胴」に巻き込まれ、指切断。

カバーを外し、下から籾を出そうと
して、スロワーに接触、指切断

隅刈りした大豆をリールに投げ
込んでいて手が巻き込まれる
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６．籾搬送・荷受け

＊チェックリストの解説と事故防止策
籾運搬時にカーブでの転倒や、乾燥場・ライスセンター等でフレコンの籾を荷受けする

際の事故が起こっています。

＜籾運搬、重心が高く、急カーブ、

スピードの出し過ぎ厳禁＞

道路をダンプや軽トラに籾を積んで運ぶ時、籾を

積むことで重心が高くなっています。

、 、スピードの出し過ぎで慣性が働き 止まりにくく

。またカーブでは遠心力でハンドルが振り回されます

通常よりスピードを落とし、方向転換は慎重に。

＜フレコンを降ろす時、相方とのコミュニケーションを＞

フレコンを降ろす時、ユニックなどを操作す

る人と後方で合図する補助者の連携、合図が不

十分で、補助者が荷台から落下したりの事故が

起こっています。荷受けの手順とお互いの合図

の仕方を事前に決めておくことが大切です。

また、フレコンが繰り返し使われることで紐

が古く、弱くなり切れてフレコンが落下しての

事故も起こっています。事前にこれらの素材の

チェックが必要です。

そうだ ちがう

交通量
搬送路に、危険箇所や交通量の多い所はな
い

夜間搬送 夜間の搬送はしない

刈取りｽﾋﾟｰﾄﾞと
搬送のﾀｲﾐﾝｸﾞ

コンバインの刈り取りスピードを気にし
て、焦って、走行することはない

カーブ、スピー
ド

籾を積みこむことで、荷台の重心が上が
り、不安定であることを認識して走行し
ている

機材
フレコンの紐、袋は古くなく荷重に耐えら
れる状態である

人 荷下ろし手順、合図を事前に決めている

移動

よ
る
荷
受
け

フ
レ
コ
ン
に

事項 チェック内容
チェック欄 優先

対策

人

公
道
の
籾
搬
送

要因

環境

作業
分類

荷受け時は、相方と手順と合図の
仕方をあらかじめ決めておくこと
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７．乾燥・調整

＊チェックリストの解説と事故防止策
乾燥機では、備え付けの鉄製の梯子からの転落や、乾燥機から籾タンクへの籾の排出や

籾やゴミの詰まりの確認時に事故が起こっています。

＜乾燥機や籾タンクの籾の積み込み量などの確認に、乾燥機の備え付けの梯子が危ない＞

籾の積み込み量の確認のため、乾燥

機の備え付け梯子の昇降で事故が起こ

っています。特に乾燥機に備え付けの

鉄製の梯子は、軽くて移動が簡単なた

め、本来の設置場所以外の場所に立て

かけて、横滑りして転落事故が発生し

ています。

乾燥機や籾タンクの籾の積み込み量

を確認を安全に行うため、乾燥機や籾

タンク周辺に踊り場を設置し、下から

は階段を使って昇り降りできるよう改

善した施設もあります。

＜籾タンクへの籾搬送・排出＞

乾燥機から籾タンクに搬送・移動の際、排出のためのON,OFFスイッチが排出口付近にな

く、籾がいっぱいになったので慌てて手で塞いで、スロアーに指を飛ばされた事故があり

ます。排出用のON,OFFスイッチは、排出口近くにも設置が必要です。

そうだ ちがう

昇
降

環境
籾の積み込み量
の確認

二階部分に足場が設置されている

火
災

機具 消化器
火事に備え、消化器が使える状態で身近に
設置してある

環境 照明 籾タンクの位置に十分な照明がある

ファンの駆動 一階部分でＯＮ，ＯＦＦ操作が可能

籾排出スイッチ 排出位置でも、ＯＮ・ＯＦＦ操作ができる

籾排出量の確認
無理な姿勢無く、タンク内の籾の量が確
認できる

籾詰まり
籾が詰まった際、簡易に除去できる構造
である

①
乾
燥

優先
対策

作業
分類

事項 チェック内容

籾
の
排
出

②
籾
タ
ン
ク

機具

要因
チェック欄

乾燥機等の備え付
けの鉄製梯子は、
細く滑りやすい

乾燥機や籾タンクの周り
に足場を設置し、安心し
て籾の張り具合を確認
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８．米袋など重量物の運搬

＊チェックリストの解説と事故防止策

労働衛生の考え方では、継続的に人力による重量物の運搬は、成人男子は、その体重の

40％、女性はさらにその60％とされています。

＜米袋の運搬＞

労働衛生の考え方ですと、例えば

体重60kgの男性は

６０ｋｇ×０．４＝２４ｋｇまでです。

また

体重60kgの女性は

． ． ． 。６０ｋｇ×０ ４×０ ６＝１４ ４ｋｇまでです

米袋は30kgです。上記の基準では体重60kgの人が持つ

ことは腰痛などの危険を伴います。補助具を用いたり、

フレコン等に貯留して機材を用いての移動などを検討す

る必要があります。

特に高齢者の場合、この基準をもっときびしく考える

必要があります。

やむを得ず人力で運搬する場合は、十分に腰を下ろし、米袋を体に密着して持ち上げ、

運搬する必要があります。

また、胃の手術、卵巣の手術など、骨密度を低下する疾患の既往歴のある方は、極力重

量物の運搬を避ける手立てが必要です。

そうだ ちがう

環境
機材が余裕を持って設置できるスペースが
ある

機材 重量に耐えうる機材を用いている

２人以上いる場
合

米袋は２人で持つ

十分に腰を下ろし、体に米袋を密着して持
ち上げる

一定間隔で、休憩を入れている

既往歴
胃の手術などで自らが骨密度が低く、重量
物の運搬に適していないか否かを知ってい
る

チェック内容要因
チェック欄 優先

対策
作業
分類

事項

機材による場合

１人の場合

米
袋
な
ど
の
運
搬

人


